















































































































































































































































































































































































































































































































































1 . 3 . 5 . 7
を付した奇数番目の拍である。
二音ずつがまとまってつくる四 の拍の始点とな からである。そのうちの
1 . 5
はさら
に大きな二拍をつくるためにより菰要な
拍であるといえる。
こうして諏要なポイントがおさえられてはじめて四拍子的な拍
0 
0 
0 
［［ ―
0 
0 
0 
［［ ―
234
56
78
五韻
律情報の機能と前提としての等時音律
はなく、掠時の五拍・七拍であったということを意味している。長音化をゆるさない厳しい韻律規範がこの表現の場に存在 たことはまちがいない。
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(�の嗚く）
Aの「吉野の山に」は四拍子的拍子運動の形成にとって貢献度
の高い語構成である。
なぜなら、
諾頭の「よ」と「ゃ」が全体を
c B
 
A
 
よっ
ぐ
ひ
す
の
{
-
rノ
0ゆ
きは
ふりつ
つ
（雪はふりつ、）
rノ
(-
よしのやま
に0(吉野の山に）
子遥動が実現するわけである
。重要なポイントをおさえるとは、
具体的にいえば、
句内の語の先頭を奇数番目の拍の上におくとい
うことである。
逆にいえば、
偶数番目に語頭がきた場合は、
拍子
迎動の展開に支府をきたし、
乱れが生じるということになる。
ただし、
五音句の五音は1から5までの拍音となるが、
七音句
の場合は1から7までの拍音となるとはかぎらない。語構成が三四あるい 三二二 なる（前掲のBにあたる）七音句は2から8の拍音となるからである。
このことはいままで述べてきたことと闘鮒しな
い。
それどころ
か、
先述の句の位固による語構成の異なりは
、こ
の「等時音律」
でのみ説明しうるも である。
A.B.
Cの代表例をあげて、
その煎層的な拍の構造と語構成
との関係によって生じる韻律現象につ
いて簡単に説明しておこ
、つ
。
結び 二分する拍の位位(1と5)にきているからである。
Aは連続性
を発現
する語構成ということができる。
Bの「雪はふりつ、」は拍子巡動を維持しつつも、
曲折を生じ
させている
。
Aとおなじく、「雪は」と「ふりつ、」が全体の中
点で分かれているが、「省」の語頭の「ゆ」が第二拍目に来ているから ある。句の位囮によって述統性をも終止性をも発現しうる語構成であると考えられる。
Cの「巫屈の嗚く」は拍子運動を乱す語構成
である。「嗚く」の
甜頭の「な」が第六拍目にあって全体を二分する拍 形成を妨げているからであ 。
Cは終止性を発現する栢構成であると考えら
れる
。
なぜAは結句においてのみ忌避され、
逆にCが結句に多く迎え
られているのかは、
こうしてはじめて理解でき
るのである。
な
お、
句の語構成と辿統性・
終止性との
関係については、
別にやや
詳しく論じている。
8本語定型詩歌の領律がみえないのは、
韻律そのものの認紐に
誤りがあったからである。韻律は読者によって決せられるものではない。それはすでに作者の発語におい 出現し、完成している。詩句の誕生はつねにその韻律的な姿とともにある。
それが詩歌と
いうものであり、
言策というもののあり方である。
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．韻
律的「定型」とは、
たんなる五音・七音の音数規範をいうの
ではない。それは重陪的な拍の辿鎖構造と五音・七音の等時拍からなる韻律上の枠組みをさす。
この枠組みと選ばれた語構成のも
つ群化構造との緊張関係から複雑で多様な韻律現象が生まれるである。
韻律的「定型」は、
俳句・短歌であれ新体詩であれ、
その五音
句・七音句の全体をおおうものであ
る。
日本語定型詩歌にはたし
{13) 
．か
にリズムとよぶべきものがある
c
注(1)長谷川泉・高橋新太郎椙「文芸用語の基礎知識
J
(五訂増補版、
至文裳、
一九八八年）「定型律」の項。新田博衛執箪゜
(2)外山正一・矢田部良吉•井上哲次郎R初体詩抄初絹」(-八八二
年）
(3
)坪内雄蔵『小説神髄
j
（一八八五年）。
(4)（2)に同じ。(5
)山田美妙「日本飢文論」（「国民之友」、
一八九0年一0月1
一八九一年一月）
(6)大西祝「詩歌論一斑」（「日本評論」第一九号
、一八九0年ご
1月）
(7)（l)に同じ。
ただし、「音数律」の項。
錆島能弘執依゜
(8
)拙稿「等時音律説試論�型待歌はどう読むべきかー」（「文
学」第四六巻二号、
一九七八年二月）
(9)土居光知「文学序説」（岩波書
店、
一九ニ―一年）
(10
)
別宮貞徳『日本語のリズム｀—ー四拍子文化論ー
J
(講談社、
一九七七年）
(11)坂野倍彦「韻律詮の基本1寺柚論文をめぐってー」（「文
学」第四六巻 号、
一九七八年七月）
(12)土居光知「明治時代新詩の詩形」（「文学」第四六巻七号、
一九七八年七月）
(13)多くはいわゆる文節によって構成されるが、「駕だにも」
（四三）、「あらたまりける」（五
11)
のような例もあり、
ここ
では「語構成」と呼んでおく。
(14)京藤茂吉「短歌に於ける四一一函�の結句」（「阿罹々木」
第一巻二
号、
一九0九年一月）
(15)佐竹昭広「万薬兆短歌字余
考」（「文
学』第二六巻一二号、
一九四六年五月）、
木下正俊雫万菜集の語法と閥釈」
(B
解釈と
鑑貨第一四巻五号、
一九六一年二月）など。
(16)橋本辿吉「国語の音節構造と母音の特性」（『国語と国文学 第
一九巻二号｀
一九四二年
l一月）
(17)拙稿「七
音句
の調ベー結
句における四一二調の忌避をめぐっ
て—」(「尾道大学芸術文化学部紀要」第三号 二00四年三月）、拙稿「定型詩歌における結句の終止性について」（「尾道大学芸術文化学部紀要j第四号、
二00五年三月）参照。
(18
)拙労「五音と七音のリズムー—等時音律説試論ー」（南窓社、
二00一年一二月）参照。
日本話定型詩歌が特定のリズムをもっ
ことをさまざまな角度から説いている。
（てらそま
まさと
尾道大学芸術文化学部教授）
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